
令和３年度鹿児島県男女共同参画審議会の会議結果の概要 

開催日時  令和３年７月26日(月)午後１時30分から午後３時30分まで 

開催場所  県庁７階 ７－総－１会議室 

出席委員 

犬井美香，岩元幸子，岡山隆二，上塘正人，越塩俊介，髙橋貴子，武隈晃， 

田島直美，たもつゆかり，長利京美，藤原奈美，渕上真友美，松野市子， 

山下春洋，𠮷村里美（計 15 人） 

公開・非公開の別 公開  傍聴者数  ０人 

問い合わせ先 男女共同参画局 男女共同参画室（直通電話：099-286-2634） 

 議 事 

1. 専門部会の委員の選任等について 

2. 第３次県男女共同参画基本計画の中間評価（到達状況評価）の進め方について 

3. 第３次県男女共同参画基本計画の関連施策・事業の実施状況について 

○主な意見 
 

1. 専門部会の委員の選任等について 

・ 部会長に武隈晃委員，委員にたもつ委員，藤原委員，松野委員，六笠委員が選任

された。 

 

2. 第３次県男女共同参画基本計画の中間評価（到達状況評価）の進め方について 

・ 「男女共同参画に関する県民意識調査」の質問項目については，量的なものだけ

でなく，質的なものも入れていただきたい。 

・ 「男女共同参画に関する県民意識調査」について，これまでの質問項目に加え，

男女共同参画の視点からコロナにより変化したことや気づいたことについてのコメ

ントの記入欄を設けていただきたい。 

 

3. 第３次県男女共同参画基本計画の実施状況について 

・ 男女共同参画に関する用語を分かりやすく伝える工夫が必要である。 

・ 子どもの頃から男女共同参画への理解を深めるための教育に取り組んでいくこと

が大切である。 

・ 男女共同参画センターは女性だけでなく，男性にも積極的に活用していただくこ

とが非常に大切である。 

・ 男女共同参画を推進する上で，各市町村の計画管理が課題の１つである。県の手

法をモデルとして，市町村に普及することをお願いしたい。 

・ リプロダクティブ・ヘルス／ライツをはじめ，個人の健康に係る自己決定権の保

障などについて，もっと議論を深めていかなければ，本当の意味でのジェンダー平

等,男女共同参画社会の推進にはなっていかないのではないかと理解している。 

 


